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株式会社エクシオテック 代表取締役社長　作山 裕樹

高い技術力でスマート革命をサポートし
変革と挑戦により前進し続ける会社を目指す

１．経営統合について

　株式会社エクシオテックは2015年７月１日、和興

エンジニアリング株式会社と池野通建株式会社の経営

統合により発足しました。それぞれ創業から70年近

い歴史を持ち、情報通信総合エンジニアリング企業と

して日本のICT社会基盤の構築に微力ながらも貢献し

てきたという自負があります。経営統合による新たな

企業カルチャーのもと、技術・品質・スピードに磨き

をかけ、引き続きICT社会基盤の整備・拡充の一翼を

担うとともに、ICTソリューション事業、社会・環境

イノベーション事業に取り組んでまいります。

　スマート革命における市場ニーズを的確にとらえ、

高い品質を通じてお客様のご満足と信頼をいただき、

社名「ＴＥＣＨ」の由来にもなっている「高い技術力

（Technology）により情報通信サービスをサポートし、

豊 か な 社 会 の 実 現 に 貢 献 す る と と も に 、変 革

（Change）と挑戦（Challenge）により前進し続ける」

企業として社員一同努力してまいります。

２．今後の事業展開

　エクシオグループは、平成25年度にスタートした

中期経営計画（2013～2015年度）において、通信設

備構築事業の徹底した効率化、グループ内リソースの

一体化運用による生産性の向上、将来に向けた周辺事

業・新事業の積極拡大等を基本方針に掲げて取り組ん

でいます。

　今回の経営統合は、合併した２社がともに固定系通

信設備構築事業を強みとしており、東関東（千葉県、

茨城県）および九州を主たる事業エリアとする和興エ

ンジニアリング株式会社と、北関東（埼玉県、群馬県、

栃木県）を主たる事業エリアとする池野通建株式会社

とが対等の精神のもと合併することによって、施工体

制・リソースの共有や、施工ノウハウの融合による生

産性向上・効率化、間接部門・資機材等の共有による

コスト削減を進めることを目的としています。

　ソリューション事業分野においては、和興エンジニ

アリング株式会社は、富士通・古河グループとのアラ

イアンスによるPBX構築、音声ネットワーク構築や

東京都下水道局の光ファイバ工事などに強みを発揮

し、池野通建株式会社は防衛省通信インフラ工事、監

視カメラ構築、東京メトロ通信工事や福祉機器の開

発・販売などに強みを発揮しております。これらの分

野の強みをさらに伸ばしていくとともに、電気自動車

急速充電器設置工事や東電スマートメータ工事など新

会社概要

・社名　　　　　株式会社エクシオテック
・英文社名　　　EXEO TECH CORPORATION
・設立　　　　　昭和23年５月20日
・本社所在地　　東京都大田区平和島四丁目１番23号
・代表者　　　　代表取締役社長　作山 裕樹
・資本金　　　　４億５千万円
・従業員数　　　704名（平成27年７月１日現在）



3

たな分野への挑戦も行っておりま

す。

　さらに、エクシオグループが中長

期的に成長分野と位置づけるソ

リューション事業やモバイル系通信

設備構築事業の施工基盤を合併新会

社においても段階的に拡大すること

により、エクシオグループの施工能

力を増強し、質・量ともに顧客満足

を向上させ、業容・利益の拡大を

図っていくことも狙いとしておりま

す。

３．組織マネジメント

　新会社の組織は、NTT関係事業

分野、Non-NTT関係事業分野をそ

れぞれの事業ごとに運営する事業本

部を構え、NTT関係事業を中心に

エリアを統括する支店、本社スタッ

フ組織から構成されます。

　事業本部には、アクセス事業本

部、土木事業本部、NTT営業本部、

ソリューション事業本部、モバイル

事業本部があり、支店の各事業分野

を支店を含めてライン的にマネジメ

ントします。

　支店は、東関東支店、北関東支店、

九州支店があり、それぞれの受け持

ちエリアにおけるお客様に対するア

カウントを担当します。

　このラインマネジメントとエリア

マネジメントを組み合わせたマトリ

クス組織を有効に機能させることに

より、現状の東・北関東、九州を基

盤とした事業活動から、さらに事業

分野やエリアを拡大する取組みにつ

なげていこうと考えています。
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４．経営理念

　スマート革命に始まる先進技術やサービスの進展・

変化をキャッチアップし、発注者様やエンドユーザの

期待に応えるべく、技術力と安全・品質に磨きをかけ、

社会に貢献していく精神を現すため、経営理念を「環

境変化に即応し、お客様第一の精神にもとづき、先進

の技術力と高い品質・最良のサービスで、情報通信

サービスをサポートし、豊かな社会の実現に貢献す

る。」と定めました。

５．行動指針

　社名の由来ともなっている、「技術力」（Technolo-

gy）、「変革」（Change）、「挑戦」（Challenge）を行動

指針の中心に据え、経営理念の中の「お客様志向」、

エンジニアリング会社としての「安全」・「品質」、社

員の精神の礎となる「誠実」「信用」「強調」を行動指

針に定めました。

６．会社ロゴ

　社名「ＴＥＣＨ」の由来である、高い技術力（Tech-社名「ＴＥＣＨ」の由来である、高い技術力（Tech-

nology）、変革（Change）、挑戦（Challenge）の3つの

「C」を、色を変えて強調しています。

７．安全品質管理体制の改善

　昨年末から半年の間に５件の重大人身事故の発生に

加え、事故発生時においてお客様からの信頼を失墜さ

せる不誠実行為を発生させたため、ＮＴＴ東日本様よ

り「改善勧告」を受けております。このことを真摯に

受けとめ、安全品質管理体制の抜本的な改善に取り組

んでまいります。

【改善施策の骨子】

① エスカレーションすることを当たり前とする意識改革

② コミュニケーションの充実（風通しの良い職場作り）

③安全作業遵守の再徹底

④安全管理体制の強化

　新会社発足にあたり、厳しい船出となりましたが、

社員一丸となって、この難局を乗り越え、ピンチを

チャンスに変えるよう努力してまいります。皆様のご

理解、ご支援をよろしくお願いします。

行動指針

・挑戦（Challenge）
・変革（Change）
・技術力向上（Technology）
・お客様第一
・安全・品質
・誠実　信用　協調


